
Association of Kitami construction industry 
 

1 

 

 

 

 

 

 

 

   

   北見建設業協会 R7・11・27 発行 

    

 

 

 

 

 11月の動向 
  

 

11 月 26 日（水） 第 10 回 理事会  14：00  

 

 

 

128
2025 



Association of Kitami construction industry 
 

2 

 

 

 

▼2025 年 10 月 21 日に発足した高市内閣。高市早苗氏は日本初の女

性総理として、また自民党と日本維新の会による新たな連立政権とし

て注目を集める中、就任直後から精力的な外交活動を開始した。発足

から約 1 週間のうちに、高市氏は 10 月 25 日から東南アジア諸国連合

（ＡＳＥＡＮ）関連首脳会議でマレーシアを訪問後、訪日したトラン

プ米大統領と初めて対面で会談した。30 日からは韓国の慶州を訪問し、同国の李在明大統領、中

国の習近平国家主席、カナダのカーニー首相などと個別に会談したほか、アジア太平洋経済協力

会議（ＡＰＥＣ）首脳会議に出席した。2031 年のＡＰＥＣは日本が議長国を務めることが今回決

まった。またＧ20 サミットにも出席した。▼また予算委員会での「存立危機事態」になり得る答

弁に中国が猛反発。いつもの気に入らないと脅しにかかる常套手段を展開している。▼政府は 11

月 21 日、総額 21 兆 3000 億円規模の総合経済対策を決定した。総合経済対策に盛り込まれる 17

項目の戦略分野として、AI・半導体、造船、量子、合成生物学・バイオ、航空・宇宙、デジタル・

サイバーセキュリティ、コンテンツ、フードテック、資源・エネルギー安全保障・GX、防災・国

土強靭化、創薬・先端医療、フュージョンエネルギー、マテリアル（重要鉱物・部素材）、港湾ロ

ジスティクス、防衛産業、情報通信、海洋だ。▼補正予算のうち北海道開発事業費は約 1800 億の

見通しだ。▼これらを実現することは簡単ではないが、これからの戦略は今後日本の経済構造が

大きく変わることは間違いない。高市政権は我々にどんな日本の未来の姿を見せてくれるのだろ

うか。                                     （郷記） 

 

 

 

 

 

Kensetsu News 
 

 

 

2025/10/16 契約書に「変更条項」設定を／改正業法で義務化、施行直前で６割対応／国交省調

査 

【建設工業新聞 10 月 16 日 1 面記事掲載】 

改正建設業法で新設された契約変更協議の円滑化ルールが２０２４年１２月に施行してから初

めての運用実態調査の結果を国土交通省が公表した。改正法では価格転嫁や工期変更のための協

議を円滑に行うため、契約上の義務として請負代金や工期の「変更方法」を契約書の法定記載事

項とした。２５年１月時点で契約済みの民間工事を対象に、契約変更条項が「あった」と回答し

た建設会社は６割にとどまる。法施行を踏まえ、今後締結する契約では契約変更条項を必ず設け、

これに基づき受発注者間で協議を行う確実な対応が必要だ。 

 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E8%AB%B8%E5%9B%BD%E9%80%A3%E5%90%88&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_07a5b938d4eeaa8413cb01ce1c4ccdcd572533e1
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E8%AB%B8%E5%9B%BD%E9%80%A3%E5%90%88&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_07a5b938d4eeaa8413cb01ce1c4ccdcd572533e1
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 運用実態は２４年度の「適正な工期設定等による働き方改革の推進に関する調査」の一環で把

握した。元請工事があった１３７３社の回答で、物価高騰などに応じた契約変更条項が「すべて

あった」か「おおむねあった」は６０・２％の８２７社だった。 

 

 民間発注者の立場でも契約変更条項の有無を聞いた。電気や鉄道、住宅・不動産業界などの大

手企業５９社の回答で同条項が「あった」は６６・１％の３９社だった。 

 

 いずれも２３年１２月以降に請け負った工事が調査対象のため、ほとんどが法施行前に締結し

た契約とみられる。法施行後は契約書に「変更額を協議して定める」といった記載が必須となり、

契約変更を認めない内容の契約や、契約変更条項がない契約は許容されなくなった。国交省は今

回の調査を「起点」と位置付け、次年度以降の調査で新たな義務への対応状況の推移をチェック

していく考えだ。 

 

 調査では契約変更のための協議の対応状況も聞いた。建設会社１５７４社のうち、注文者の発

注者や元請に協議を申し出たが「応じてもらえなかった」は１０・５％の１６５社に達した。大

手の民間発注者向けの調査では、受注者からの協議の申し出に応じなかったケースはゼロだった。 

 

 ２４年１２月に施行した改正法の規定には「恐れ（リスク）情報」の運用も含まれる。契約前

の受注者による恐れ情報の通知を義務化し、それに基づく契約変更の協議の申し出に注文者が誠

実に応じる努力義務を課した。こうした規定の「おおよその内容を知っている」との回答は、建

設会社向けの調査で５９・８％にとどまった。小規模な企業になるほど認知度は低くなる傾向が

あり、新たな規定の一層の周知が必要と言えそうだ。 

 

 

 

2025/10/24 厚労省／建退共制度見直し検討に着手／複数掛け金導入を議論 

【建設工業新聞 10 月 24 日 1 面記事掲載】 

厚生労働省は、建設業退職金共済制度（建退共制度）の見直しを検討する。勤労者退職金共済

機構（勤退共）の建設業退職金共済事業本部が設置した有識者検討会の取りまとめを踏まえ、複

数掛け金の導入をはじめとする制度の在り方を議論。労働政策審議会（労政審、厚労相の諮問機

関）の専門部会に考えを示す。 

 

 ２３日の労政審勤労者生活分科会中小企業退職金共済部会（山本眞弓部会長）で、方針を明ら

かにした。建退共制度は単一掛け金が前提で、複数掛け金の導入となれば、中小企業退職金共済

法の改正が必要になり、同共済部会で対応が審議されていくことになる。 

 

 同日の会合では、労働者代表の長谷部康幸委員（全国建設労働組合総連合賃金対策部長）が、

「取りまとめに基づき、最低でも退職金１０００万円を実現する政策の実現、制度の安定的運用

の引き続きの検討をお願いしたい」と問題を提起した。厚労省の安達佳弘雇用環境・均等局勤労

者生活課長は、建退共制度を巡る精力的な検討に敬意を示した上で、「掛け金の複数化など制度に
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ついての意見もある。課題を整理の上、どういう形で対応するか真摯（しんし）に検討する。さ

まざまな角度から検討を行う」と応じた。予定運用利回りの引き上げについて調整していること

も説明した。 

 

 取りまとめは、建設労働者の処遇を改善するため、技能・経験に応じた退職金を建退共制度か

ら受け取れるよう、掛け金を上乗せできる複数掛け金制度の導入や、制度の民間工事への普及、

元請と下請それぞれの見積書への費用の位置付けなどを求めている。掛け金を柔軟に設定できる

仕様とすることなども盛り込まれた。 

 

 会合では、建退共制度を含む中小企業退職金共済制度の現状について審議し、大きな問題のな

いことを確認した。建退共制度の電子申請や、建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）との連

携状況も報告された。高木朋代委員は「加入者、業界の利益になることはスピードを上げてやっ

てほしい」と求めた。 

 

 

 

2025/10/29 標準労務費 具体値 14 職種・分野決定へ 国交省 12 月の改正法施行時点で 

【建設工業新聞 10 月 28 日 1 面記事掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.wise-pds.jp/products/shoshi/images/semminar/2025/semmin2025102902-01.jpg
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Coffee Break   

 

 

仕事の手を休め、リフレッシュしては・・・（第 128 号） 

     

◆国語の問題 

 問題１ 次の□に漢字を一文字入れて熟語を完成しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆算数の問題 

   問題 1 次の図形の X の角度を求めなさい。 

 

 

ⅹ 

50° 

 

 

 

 

 

 

       A                 D 

ⅹ 

50° 

 

 

 

 

 B            C          E 

 悪    空    塩    歓  

初 夢 中  山 腹 心  画 素 人  懇 談 義 

 遊    痛    足    笑  

答え 

X＝２５° 

三角形 ABC の外角より 

角 CAB＋角 ABC＝角 ACE 

つまり 

50＋2●＝2▲（約分する） 

25＋●＝▲ 

三角形 DBC の外角より 

角 CDB＋角 DBC＝角 DCE 

つまり 

X＋●＝▲ 

X＋●＝25＋● 

X＝25 

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&qpvt=%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=9E88025BAC8B32D4819BA39267B7532BF6749C5D&selectedIndex=32&ccid=umVSY/U4&simid=607999836157510570&thid=OIP.Mba655263f538bbc86c6f6a75f8cd2aeco0
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第 127号の解答 

 

◆国語の問題 

 問題１ 次の□に漢字を一文字入れて熟語を完成しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆算数の問題 

   問題 1 次の図形の面積を求めなさい。 

  

6ｃｍ 

 

 

3ｃｍ  3ｃｍ 

 

3ｃｍ    3ｃｍ 

 

6ｃｍ 

 

 

 

  答え 63ｃｍ2 

 

 

 

 秋    愛    塩    異  

晩 冬 季  回 想 像  画 素 人  乳 母 親 

 至    定    足    音  


